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＜連絡事項＞

・医療機能評価に伴い、本日Ａユニットの薬、危険物等の預かり物はＢユニットに持って来ています。

・青春より連絡があり、水道管の破裂により水道が使えなくなっている場所があります。

青春にて院長へ連絡し、支給処置をするため院長へ確認を取っているらしいですが、復旧は未定との事です。復旧の目途が立ち次第再度連絡致しますが、それまで給水タンク利用にて対応をお願い致します。給水タンクは庶務前に用意致します。
　　（水道が利用出来ない場所）

　　・南B　洗面所

　　・南A　個室

　　・南CD

　　・メンタル1Fホール　トイレ

　　・メンタル2F　風呂

　　・西A　個室

　　（使用可能場所）

　　・南B　トイレ、風呂　

＜患者様連絡事項＞

・出河　攻様～喀痰に血液混入が見られている事を三上Ｄｒへ報告し、胸部レントゲンの指示あり施行しています。レントゲンの結果、異常所見はなく、必要であれば止血剤の処方が望ましいとの事です。主治医へ報告し念の為、喀痰、一般細菌、結核菌培養の指示あり、明日の朝施行となる事を本人へ説明しています。

・新井　圭次様～左下肢に熱傷あり、水泡形成見られ、疼痛聞かれています。主治医報告にてエルタシン軟膏塗布後、ガーゼ保護の指示あり、施行しています。次回皮膚科診察の指示が出ています。服薬拒否はありませんが、食事を拒否する事見られており、表情も冴えず、眼光の鋭さ見られています。今後の精神状態を観察していきましょう。

・駒木　洋士様～9月5日14:00～デイケア見学予定となっている事を本日、準夜帯にて母様へ電話連絡しています。姉様がデイケア見学に付き添いたいと話されていた為、予定している日程を姉様に伝えて欲しいと母様に伝えています。母様、姉様に伝えておくとの事で、都合が悪ければ当院へ電話をすると話されています。

・寺地　利代子様～「作業室の階段から飛び降りたら死ねるかなー。もう死にたい。家族は自分の事ばっかりで私の事何も分かってくれていない」等とまとまりなく話し、奇死的発言聞かれています。今後、奇死的発言に注意し、訴えなどがある時は傾聴し、スタッフへ話せた事を評価していきましょう。

・中川原　義雄様～坐薬が少し溶けていた為、Ａユニットの冷蔵庫で保管しています。

・種本　福松様～頓服薬を服薬ＢＯＸの就床前薬のところに入れる事になりましたので、

スタッフは間違わないようにしましょう。

・清水　徹様、中村　マス様～任意入院同意書継続に関する書類ですが、次回の診察についたスタッフは主治医から患者様への説明と同意を頂いて下さい。

・蛯名　勝幸様～先週の診察時、本人の希望で今後について三者面談をしたいと話されており、妻様へ連絡したところ、8/17　15:30～なら都合がつくとの事でした。また、妻様より、三者面談の前に先生と二人で面談がしたいとの希望あり、明日予定通り面談を行う事となった事を妻様へ電話連絡しています。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・大橋　照子様、山田　隆雄様、出河　攻様～問題なく服薬されています。

・布施　邦雄様～薬を飲んだか飲んでいないか分からなくなる時があり、服薬を忘れる事見られています。その都度声掛けをし、服薬して頂きましょう。

・駒木　洋士様～8/14の準夜帯で、夕食後薬を服薬するのを忘れている事あり、促しにて内服されています。今後も、忘れている時には声掛けを行っていきましょう。

・蛯名　勝幸様～外泊で疲れていたせいか、本日の朝食後薬を取りにくる時間が遅くなる事見られています。スタッフで把握し、声掛け行っていきましょう。

＜川端Ｄｒ診察状況＞

・山田　典子様～時折血圧高値となる事ある為、

　　　　　　　　コリネールＬ(血管拡張剤)(10)　１T(朝)→２T(朝・夕)

　　　　　　　　へと増薬となっています。血圧値の観察・自覚症状について観察していきましょう。

　　　　　　　　また、採血の結果、ＡＬＰ・γ―ＧＴ値高値となり、癌再発の可能性ある事から、黄疸等身体症状の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　９月の採血の結果、再度悪化傾向にある場合は東病棟への転棟・日赤病院受診も検討しているとの事、本人様へも伝えています。

・佐々木　康子様～家族様へ外出・泊をスタッフより電話して欲しいとの依頼ありますが、基本的に自分で電話して頂いている事伝えると、了解しています。

　　　　　　　　　面会時、外出・泊の依頼をし、ご家族様より許可を頂いた場合で主治医が不在の場合は、当日出勤している医師より許可を頂いていいとの事です。その際、常に家族の付き添いが出来る状態でなければ、許可出来ない事、家族様・本人様へ伝えていきましょう。

・戸賀沢　潔様～肩の関節痛ある事から、ナパゲルン軟膏１本処方となっています。

　　　　　　　　疼痛の有無、腫脹・熱感等観察していきましょう。

・晴山　長司様～排便コントロールの為、シンラック液１本処方となっています。

・宮本　建蔵様～中性脂肪値高値見られている事伝えています。今後も体重増加・中性脂

肪値の悪化が見られる場合は食事の変更も有り得る事本人様へ伝えてい

ます。

・東海林　康之様～本日外泊より帰院された際、主治医・家族様にて面談行っています。

　　　　　　　　　今後は　①現在の落ち着いている状態が続いているようであれば２～３ヶ月で開放病棟への移棟を考えている。

　　　　　　　　　　　　　②開放病棟への移棟後、半年～１年位落ち着いていれば退院も考えている。

　　　　　　　　　以上の事を家族様へ伝え、了解得ています。

　　　　　　　　　退院に関しては母様・兄様の自宅での自宅療養・外来通院を考えてい

るとの事です。

・杉澤　恵子様～背部への湿疹見られています。「昨日は痒かったけど、今は大丈夫」と話あり、そのまま様子観察の指示あります。今後、掻痒感出現の場合は主治医へ報告して下さいとの事です。

